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第一級アマチュア無線技±「法規」試験問題

２５問２時間

Ａ－１次に掲げるもののうち、無線局の予備免許の際に総務大臣から指定される事.３１でないものを、電波法の規定に照らし１から５までのうち

から一つ選(、

１工事落成の期限２呼出符号３運用許容時間４空中線電力５無線設備の設錘場所

Ａ－２無線局の免許人は、その住所を変更したときは、どうしなければならないか、電波法の規定により正しいものを下の１から４までのうち

から－つ選'、

１１箇月以内に、｜日住所を筍繕する総合iNM言局長（沖縄総合通(言事務所長を含tjb）

２１０日以内に、新住所を筒轄する総合通信局長（jI1Wlu総合通信事務所長を含tjb）

３免許状を総務大臣に提出し、訂正を受けなければならない。

４免許状を訂IEし、その旨を総務大臣に報告しなければならない

にその旨を届け出なければならない。

にその旨を届け出なければならなし､

Ａ－３無線局の免許人が、その無線局についてあらかじめ総務大臣の許可を受けなければならないのは、どの場合か、魍i波法の規定により正し

いものを下の１から５までのうちから一つ選べ。

lその無線局の運用を1箇月以上休止しようとするとき。

２その無線局の受信設備の全部を変更しようとするとき。

３非常通信を行おうとするとき。

４無線局の運用の停止の処分を受けた後、運用を再開しようとするとき。

５通信事項を変更しようとするとき。

A－４次の記述は､変更検査について､電波法の規定に沿って述べたものである。［二コ内に入れるべき字句の正しい組合せを下の1から４
までのうちから－つ選診、

①第'7条第１項の規定によりｒＸ１の変更又は無線設備の変更のｴｺﾘﾄﾞの許可を受けた免許人は､総務大臣の検査を受け､当該変更又
は工事の結果が同条同項の許可の内容に適合していると認められた後でなければ､回してはならないただし､総務省令で定める
場合は、この限りでなし＄

②①の検査は､①の検査を受けようとする者が、当該検査を受けようとする無線設備について第２４条の２第１項又は第２４条の１３第

１項の登録を受けた者（｢登録点検事業者」又は「登録外１国点検事業者」のことをいう｡）が総務省令で定めるところにより行った当該登

録に係る点検の結果を記iiiこした書類を総務大臣に提出した場合においては､その尺。を省略することができる。

Ｂ

許可に係る無線設備を運用

篝欝…癖

Ｃ
都
鄙
割
識

Ａ

無線設備の設置場所

無線設備の設置場所

通信の相手方、通信事項若しくは無線設備の設魎場所

通信の相手方、通信事項若しくは無線設備の設|灘場所

１
２
３
４

Ａ－５次に掲げる用語の定義のうち、電波法施行規則の規定に照らし誤っているものを１から５までのうちから－つ選べ

１「割当周波数」とは、無線局に割り当てられた周波数帯の中央の周波数をいう。

２「特性周波数」とは、与えられた発射において容易に識別し、かつ、測定することのできる周波数をいう。

３「基準周波数」とは、割当周波数に対して、固定し、かつ、特定した位湿にある周波数をいう。この場合において、この周波数の割当

周波数に対する偏位は、特性周波数が発射によって占有する周波数帯の中央の周波数に対してもつ偏位と同一の絶対値及び同一の符号を

もつものとする。

４「周波数の許容偏差ｊとは、発射によって占有する周波数帯の中央の周波数の割当周波数からの許容することができる最大の偏差又は

発射の特性周波数の基i槙周波数からの許容することができる最大の(肩l差をいい、百万分率又はヘルツで表す６

５「占有周波数帯wK｣とは､その上'限の周波数を超えて鴬i射され､及びその下1限の周波数未満において籟射される平均電力がそｵTそれ与
えられた発射によって瀧射される全平均電力の1ﾊﾟｰｾﾝﾄに等しい上限及びn1flの周波数帯幅をいう｡ただし､周波数分割多重方｡」qの
場合、テレビジョン伝送の場合等１パーセントの比率が占有周波数帯幅及び必要周波数帯幅の定義を実際に適用することが困難な場r合に

おいては、異なる比率によることができる。
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A－６次の記述は､空中線等の保安施設に関する電波法施行規則の規定について述べたものである。［=。内に入れるべき字句の正しい組合
せを下の１から４までのうちから一つ選べ。

無線設備の空中線系には□を､また､ｶｳﾝﾀｰﾎﾟｲｽﾞには接地装腫をそれぞれ設けなければならない,ただし､回周波数
を使用する無線局の無線設備及び陸上移動局又は携帯局の無線設備の空中線については、この限りでなしも

Ｂ

２６．１７５，征Iz以下の

３０nnIzを超える

２６．１７５ＭＨｚを超える

３０１征Iz以下の

鷺

》》
Ａ鑑》》錦
１
２
３
４

Ａ－７次の表は、上欄に趣波の型式を、下柵にその麺波の型式を使用するアマチュア局（散乱波によって通信を行うものを除く｡）の発射電波

に許容される占有周波数帯幅の値を､無線設備規則の規定に沿って掲げたものである｡[=。内に入れるべき数値の正しい組合せを下の’
から５までのうちから一つ選/、

ＦＩＢ「１，Ａ１Ａ

●
●
●
●

Ａ
１
Ｏ
ｏ
Ｏ
ｏ の
台

Ｂ
６
３
２
１
０

５
５

■
●

ｃ
３
２
１
１
Ｏ

１
２
３
４
５

５
５

５
５
２
２

５
５

A－８次の記述は､送信装侭の周波数の安定のための灸('|:に関する無線設備規貝Ｉの規定について述べたものである｡[二．内に入れるべき字句
の正しい組合せを下の１から４までのうちから一つ選べ

::騨鰯鬮鱒識繍麟莨鑿馬二|芸f灘副苦辮ｉ１ｉｌｉ蝋…
Ｄ

影饗Ｉを受けない

発掴詞波数に影響を与えない

影韓を受けない

Ｃ

ﾀH魁のlkl度冒i3fしく1コ昆度

外囲の温度若しくは湿度

遡源Vlji圧又は負荷

i趨原f圃壬又は負荷

Ｂ

発振周波数に影響を与えない

影響を受けない

発振周波数に彫穐》を与えない

影響を受けない

i譲綴|灘
外囲のi膿１度若しくは湿度

外匪|の温度若しくは湿度
１
２
３
４

発振周波数に影響を与えない

Ａ－９次の記述は、アマチュア局がモールス無線通(百により２以上の特定の無線局を一括して呼び出そうとするとき、l煩次送信すべき事項を無

線局運用規則の規定に沿って掲げたものである｡｢￣1内に入れるべき字句の正しい組合せを下の'から5までのうちから-つ選べ

囚回国皿

①相手局の呼出符号

②ＤＥ

③自局の１坪１１１符号

④Ｋ

Ｂ

３回

２回以下

３回以下

1回

１回

Ａ

それぞれ３１回1以下

それぞれ３回以下

そｵIそｵL２回以下

それぞれ２回以下

それぞれ1回

１
２
３
４
５
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電波の型式 Ａ１Ａ Ａ２Ａ、Ａ２Ｂ、Ａ２Ｄ Ｊ３Ｅ Ｆ１Ｂ、Ｆ１Ｄ Ｆ２Ａ、Ｆ２Ｂ、Ｆ２Ｄ
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A－１０次の記述は､無線局の目的外使用の禁止等について､電波法の規定に沿って述べたものである。［=。内に入れるべき字句の正しい
組合せを下の１から４までのうちから一つ選,、

①無線局は､免許､伏に計醗された目的又は□□の範囲を超えて運用してはならない｡ただし､次に掲げる通信については､この限
りでない。

（ＤｊＨｆ難通信②緊急通信（３）安全通信（４）非常通信⑤放送の受信（６）その他総務省令で定める通信

②無線局を運用する場合においては､｢=百可、蝿'1信号､電波の型式及び周波数は､免許状又は墨f録状(以下'免諭等｣という｡）
に記載されたところによらなければならない。ただし、Hf難通(言については、この限りでない。

③無線局を運用する場合においては、空中総W圃力は、吹に定めるところによらなければならな（'3ただし、n噸!E通信については、この

限りでなし％

（１）免許状等に記iiiされたものの麺１１内であること。

②通信を行うため□二コのものであること。
④無線局は､免32Ｆ伏に記載された運用許葎】鋼内でなければ､運用してはならない。ただし､①の(1)から(6)までに掲げる通信を行う場

合及U轄務省令で定める場合は、この限りでない。

⑤ｒＢ１に違反して無線局を運用した者は、’《i三以下の懲役又は'００万円以下の罰金に処する。

Ｄ

①､②､③の(2)又は④の規定

①､②､③の(1)又は④の規定

①､②､③又側④の規定

①､②､③の(1)又は④の規定

》『掛鏑州

小
卜

Ｃ髄》
》
癌

Ａ

趨言のU相手方若しくは遡冒事項

通信の相手方若しくは通信事項

;露:!:：

１
２
３
４

Ａ－１１無線局は、モールス無線趣(言の機器の試験又は;鰯i塁のため電波の発射を必要とするときは、電波を発射する前にどうしなければならな

いか、無線局運用規則の規定により正しいものを下の１から５までのうちから一つ選べ

１擬似空W』線１回1路を使用して発射しようとする電波の質をあらかじめWM圏かめておかなければならなし､

２発射しようとする電波の空中線電力が最も適当な値となるように送信機の出力を調整しなければならない

３発射しようとする電波の周波数をあらかじめ測定しておかなければならない

４自局の発射しようとする電波の周波数及びその他必要と認める周波数によって聴守し、他の無線局の通信に混信を与えないことを確

かめなければならなし＄

５自局の発射しようとする電波の周波数に隣接する周波数において他の無線局が重要な通信を行っていないことを確かめなければな

らなし、

Ａ－１２次の記述は､非常通信について､趣Ｂ２法の規定に沿って述べたものである。Ｆ１内に入れるべき字句の応しい組合せを下の1から
４までのうちから一つ選'､、

非常通信とは、地震、台風、洪水、津波、雪害、火災、暴動その他非常の｡1N確が発生し、又は発生するおそれがある場合において、

囹纈:為:X鰯:|澱…鯛す…□で……鋤□…囑の…

》僻》』
Ｃ》跨櫻“

Ｂ

著しく圧F雛

困難

著しく匪灘

困難

嚥曄

１
２
３
４

A－１３次の記述は､崎及び業務書類の備付けについて､電波法の規定に沿って述べたものである｡、内に入れるべき字句の正しい組
合せを下の１から４までのうちから一つ選へ、

無線局には正確な時計及び囚、無線難日誌その他総務省令で定める書類を備え付けておかなければならない。
省令で定める無線局については､~これらの、の備付けを省鮪することができる。

ただし、総務

謡
謡

は
は

Ｂ割》識巍瀞

１
２
３
４
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Ａ－１４次の記述は､総務大臣がその職員を無線局に派遣し、その無線設備、無線従事者の資格及び員数並びに時ﾖf及び書類を閏l塒に検査させ

ることができる場合について述べたものである｡電波法の規定に照らし[ニコ内に入れるべき字句の正しい組合せを下の'から4まで
のうちから一つ選ぺ｡なお､、内の同じ記号は､同じ字句を示Fす６

①無線局の発射する□が総務省令で定めるものに適合していないと認め､当該無線局に対して臨時に回とき。
②①の命令を受けた鰯U託6nらその発射する「、が総務省令の定めるものに適合するに至った旨の申出を受けたとき。
③無線局のある船舶又は航空機が外国へ出港しようとするとき。

④「で丁の施行を確保fするため特に必要があるとき。

》》
Ｃ》罐》》

蟻
錘
銅
銅

》》噸噸
Ａ
謎
謎
錘
識

Ｂ

運用許容J1寺11ａ周波数又は空中線麺力を制限した

電波の発射の停止を命じた

運用許容l邦､、周波数又は空中線電力を制限した

ｉ趨皮の発射の停止を命じた

１
２
３
４

A－１５次の記述は､無線局の免許の取消し等について､電波法の規定に沿って述べたものである｡、内に入ｵしるべき字句の正ｕ組合せ
を下の１から４までのうちから一つ選べ

①総務大臣は､免許人又は議録人が電波法、放送法若しくはこれらの法律に基づく命令又はこれらに基づく処分に違反したときは、３

箇月以内のl9I間を定めて□の停止を命じ､若しくは第２7条の'8第１項の登録の全割階し<は一部の効力を停止し､又は期間
を定めて回を制限することができる。

②総務大臣は、免許人（包括免許人を除く｡）が次のいすれかに該当するときは、その免許を取り消すことができる。

（１）正当な理由がないのに､無線周の運用を引き続き「で可以｣1休止したとき。
②不正な手段により無線局の免許を受けたとき。

③不正な手段により通信の相手方、無線設備の設極錫所等の変更又は無線設備の変更の工事の許可を受けたとき。

ｕ）不正な手段により趣11[の型式、周波数等の指定の変更を行わせたとき。

（５）①の規定による命令又は制限に従わないとき。

⑥電波法又は放送法に規定する罪を犯し罰金以上の刑に処せられ､その執行を終わり、又はその執行を受けることがなくなった日か

ら回を経過しない者に該当するに至ったとき。

月
月

年
箇
箇
年

Ｃ
１
６
６
１

年
年
年
年

Ｄ
３
２
３
２

Ｂ

周波数若しくは空中線繩【力

運用許容時澗、周波数若しくは空中線電力

Ａ》唖掛》》
１
２
３
４ 周波数若しくは空中線FIL力

運用許容時間、周波数若しくは空中線電力

A－１６次の記述は､無線従事者の免許の取消し等について､電波法の規定に沿って述ぺたものである。、内に入れるぺき字句の正しい
組合せを下の１から４までのうちから一つ選べ

総務大臣は､無線従事者が次の-に該当するときは､その免許を取り消し､又は[~７，以内の期間を定めてその「訂
できる。

(1)この法律若しくはこの法律に基づく命令又はこれらに基づく処分に違反したとき。

②不正な手段により免許を受けたとき。

③□に欠陥があって無線従恥者たるに適しない者に該当するに至ったとき。

することが

Ｃ

著しく`心身

身体

身体

著し<心身

B

biM1三のimmH1を制限

業務に従事することを停止

操作の範囲を制限

業務にtiE事することを停止

月
月
月
月

箇
箇
箇
箇

Ａ
６
６
３
３

１
２
３
４
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Ａ－１７次に掲げる周波数帯のうち、国際電気通信迩合憲章に規定する無線通信規則の周波数分配表において、アマチュア業務に分配されてい

る周波数帯を１から５までのうちから一つ選,、

０
１
１
１
１

２
２
２
２
２

ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ

壁
趣
唾
壁
壁

５
０
０
０
０

９
１
０
５
５

９
０
０
４
８

壁
壁
唾
唾
唾

０
０
０
０
４

０
０
５
５
２

０
０
４
８
９

１９，

２０，

２１，

２１，

２１，

１
２
３
４
５

Ａ－１８次の記述は､I標準周波数報時業務｣の定義に関する国際電気通信連合憲章に規定する無線通信規則の規定について述べたものである。

、内に入れるべき字句の正しい組合せを下の1から５までのうちから一つ選,、

「標準周波数報時業務｣とは､「７，のため､公表された高い精度のl~百－1周波数､報時信号又はこれらの双方の発射を行う
「可その他の目的のための無線通信業務をいう。

》
》
鐸
鐡
読

ｃ
群
號
辨
饒
饒

Ｂ
雛
鐸
驍
雛
艤

１
２
３
４
５

A－１９次の記述は､混信について､国際電気通信連合憲章に規定する無線通信規則の規定に沿って述べたものである。［二．内に入れるべ
き字句の正しい組合せを下の1から４までのうちから一つ選～なお､、内の同じ記号は､同じ字句を示す６

①すべての局I主不要な伝送、過剰な信号の伝送､[~Ｘ１、識別表示のない信号の伝送を禁止する(第19条(局の識R1Dに定める
例外を除く｡)。

②送信局は､業務を満足に行うため必要な[~面可で籟射する。
③混信を避けるために

（１）送信局の位置及び「可可能な場合には､受信局の位置は､特に注意して選定しなければならない
②不要な方向への篇射又は不要な方向からの受信は､庁]可能な場合には､「D-lのｱﾝﾃﾅの利点をできる限り利用して､最
小にしなければならない

と

Ｃ鍬》》癖
に 鍛隷誰辨

，

Ｂ

最'１銀の電力

十分な電力

最'１限の電力

十分な電力

Ａ

暗常涜又は略語による伝送

暗語又は略語による伝送

虚偽の又は紛らわし',信号の伝送

虚偽の又は紛らわしい信号の伝送
１
２
３
４

A-20次の記述は､許可書について､国際電気通信連合憲章に規定する無線通信親jUIの規定に沿って述べたものである｡［．内に入れるべ
き字句の正しい組合せを下の１から４までのうちから一つ選べ,

①送信局は、その属する国の政府が適当な様式で、かつ、この規則に従って発給する許可書がなけれ{蛍個人又はいかなる団体におい

ても､□ことができない｡ただし､この規則に定める例外の場合を除く。
②許可客覇する者は､「訂に従い「て］を守ることを要する｡更に許可書には､局が受信機を有する場合には､受信すること
を許可された無線通信以外の通信の傍受を禁止すること及びこのような通信を偶然に受信した場合には、これを再生し、第三者に通知

し、又はＷ0ｺなる目的にも使用してはならず、その存在さえも漏らしてはならないことを明示又は参照の方法により記載していなけれ

ばならな{,＄

露
辮
辮
露

》》Ｂ

憲章及び;条約の関連規定

その属する国の法令

憲章及び条j杓のB駈璽規定

その属する国の法令

Ａ

設置し、又は運用する

設置し、又は運用する

運用する

運用する

１
２
３
４
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B－１次の記述は､電波法に定める定義を掲げたものである｡、内に入れるぺき字句を下の1から１０までのうちからそれぞれ一つ選べ

｢電波｣とは､国以下の周波数の電磁波をいう。
｢無線電信」とは、電波を利用して、符号を送り、又は受けるための通信設備をいう。

｢無線電話jとは､電波を利用して､□を送り､又は受けるための趨言設備をいう。

麓雛菖さ1嚥|露i露b墓iii蕊i認鱗欝鰄騨?囹溌…する……
｢無線従事者｣とは､無線設備のＥ□を行う者であって､総務大臣の免許を受けたものをいう。

①
②
③
④
⑤
⑥

州 蠅３
８２操作又はその監督

７音声その他の音響

幡
率
４
９ ５操作

１０受信

１３００万メガヘルツ

６３０万ギガヘルツ

B－２次の記述は､送信空中線の型式及び構成等について､無線設備規則の規定に沿って述べたものである｡[．内に入れるべき字句を下の
１から１０までのうちからそれぞれ－つ選べ

①週高空中線の型式及び構成は、次に適合するものでなけｵLばならない

（１）空中線の利得及び能率がなるべく大であること。

(2)「ﾃ１であること。
③満足な「Ｔ１が得られること。

②空中線の指向特性は、次に掲げる事項によって定める.

（１）ゴゴ輪射方向及びv息i礒射方向
②「ううの蝋射の角度の幅
③空中線を設置する位腫の近傍にあるものであってi趣波の伝わる方向を[三コもの

ふく

(4)辰子１よりの輻射

;鱒
３給電線

８水平面

１調整が容易

６整合が十分 :鰯iii:iii
５乱す

１０妨げる

B－３次の記述は､無線通信の秘密の保護について､電波法の規定に沿って述べたものである｡ｎ内に入れるべき字句を下の1から１０ま
でのうちからそれそｵ1戸つ選べ

①何人も法律に：'1段の定めがある場合を除くほか､「ﾃ７相手方に対して行われる無線通信(電気通信事業法第4条第１項又は第'６
４条第２項の通信であるものを除く｡以下同じ｡)を傍受してその「Ｔ]を漏らし､又はこれを窃用してはならない。

②無線局のlli(扱中に係る無線通信の秘密を漏らし、又は窃用した者は、1年以下の懲役又は５０万円以下の罰金に処する。

③「、がその「三１に関し知り得た②の秘密を漏らし､又は窃用したときは､国に処する。

４業務

８内容

》
瀧

５
９２不特定の３特定の

７無線通信の業務に従事する者

２年以下の懲役又は１００万円以下のlil】金

3年以下の懲役又は１５０万円以下の罰金

祷匠若しくは内容

１

６

１０

Ｂ－４次に掲げるもののうち、無線従事者徽狽Ｉの規定に照らし、免許証を返納しなければならない場合に該当するものを１，骸当しないものを

２として解答せよ。

ア無線従事者フクs無線設備の操作に引き続き１０年間従;LlLなかったとき。

イ無線従事者ﾗｳｮその免許取ｲｮ後、５年を経過したとき。

ウ無線従事者が免許証の再交付を受けた後失った免許証を発見したとき。

エ無線従事者が失そうの宣告を受けたとき。

オ無線従事者が免許の取消しの処分を受けたとき。
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次の記述は､ｱﾏﾁｭｱ業務について､国漂電気通信連合憲章に規定する無線通信規則の規定に沿って述べたものである｡[=。内に入
れるぺき字句を下の１から１０までのうちからそれぞｉ１戸一つ選`､､

Ｂ－５

主潤:庁は､ｱﾏﾁｭｱ局のjiiL作を希望する者のＦﾃﾞ1の鱸を検証するために必要と認める繩をとる。
ｱﾏﾁｭｱ局畷大電力は､｢万が定める。
鴎電気麺言連合憲章､国際i瞳気〕HM言連合条約及び無線通信規則の「５１－股規定は､ｱﾏﾁｭｱ局に適用する。
ｱﾏﾁｭｱ局は､その伝送中[三コ自局の呼出符号を伝送しなければならない
蜜庁は､田にｱﾏﾁｭｱ局が準備できるよう､また､通信の必要性を満たせるよう､錘な繩をとることが奨励される。

①
②
③
④
⑤

５運用上及び技術上

１０国際電気通信連合

３災害激ｊ３ｌｊＩ寺

８短い間隔で

４３０分ごとを標準とした

９技術特性に関する

１技術ﾋヒ

６緊急j聯

２すべての

７関係主欄予
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平成１８年１２月期

第一級アマチュア無線技士「法規」合格基準及び正答

試験問題ＨＹ８１２（２５問２時間）

合格基準

満点及び合格点満点１２５点合格点８７点

配点内訳Ａ問題２０問１００点（１問５点）

Ｂ問題５問２５点（１問５点、ただし、小設問各１点）

１
２

正答３

(配点各５点）Ａ問題

Ｂ問題（配点各１点） ｜ ペ
（
皿
ダ
ニ
、
夕
】
『
Ⅱ
▲
Ｔ
Ｄ
Ｌ
『
Ⅱ
▲
Ｆ
【
｜
Ｕ
毎
Ｊ
０
，
－
シ
】
【
又
（
〕
、
工
一
］

答
１
７
３
０
２
６
７
８
５
３
３
０
７
４
１

１
１

ア
イ
ウ
エ
オ
ア
イ
ウ

オ
ア
イ
ウ
エ
オ

ア
イ

ア
イ
ウ
エ
オ

問題 正答 問題 正答

Ａ－１ ５ Ａ－１１ ４

Ａ－２ ３ Ａ－１２ １

Ａ－３ ５ Ａ－１３ ４

Ａ－４ １ Ａ－１４ ４

Ａ－５ ５ Ａ－１５ ２

Ａ－６ ３ Ａ－１６ ４

Ａ－７ ２ Ａ－１７ ３

Ａ－８ １ Ａ－１８ ５

Ａ－９ ３ Ａ－１９ ３

Ａ－１０ ２ Ａ－２０ １

問題 正答 問題 正答

Ｂ－１

ア

イ

ウ

コニ

オ

１

７

３

１０

２

Ｂ－４

ア

イ

ウ

エ

オ

２

２

１

１

１

Ｂ－２

ア

イ

ウ

エ

オ

６

７

８

５

３

Ｂ－５

ア

イ

ウ

エ

オ

５

７

２

８

３

ア ３

イ １０

ウ ７

エ ４

オ １


